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2025 年 5 月 28 日 

 

 概要  

大阪大学外国語学部ポルトガル語専攻は、5 月 31 日（土）大阪大学箕面キャンパスにおいて、ポルトガ

ル語を公用語とするアフリカ 4 か国 (モザンビーク、カーボ・ヴェルデ、サントメ・プリンシペ、アンゴラ) が

1975 年に独立を達成してから 50 周年となることを記念し、各国の日本における知名度の向上と交流

促進を目的として、「ポルトガル語圏アフリカ諸国独立 50周年」イベントを開催します。 

イベント前半では駐日大使を招いて、それぞれの国の事情や将来、そして日本との交流について講演が

行われます。後半では、国内では貴重なポルトガル語に基礎を置いて各国を専門とする研究者を招いて、

研究を通じた各国との交流についての講演が行われます。また、ポルトガル語専攻の学生による各国につ

いての基礎情報の発表（日本語とポルトガル語の二言語）や、大阪を拠点に活動するアフリカ音楽・ダンス

団体によるパフォーマンスもございます。 

つきましては、本イベントの積極的なご周知と当日のご取材・出席をお願い致します。 

 

 イベント概要  ※イベント詳細は 2 ページ参照 

【日時】 5 月 31 日（土） 13：00 ～ 17:00 (12：30 開場) 

【場所】 大阪大学箕面キャンパス 1 階大講義室 (定員 250 名) 

     ※同日「No Border Fest in Minoh」を開催中（5/19 プレスリリース） 

【対象者】 一般公開 (大阪大学学生、市民、高校生) 

【講演者】 テオドリンダ・コエーリョ駐日アンゴラ大使 

       アルベルト・パウロ次期駐日モザンビーク大使 

       鷹野健太郎 前駐日サントメ・プリンシペ名誉領事 

       市之瀬敦 上智大学教授 

       青木敬 関西大学准教授 

       栗田英幸 愛媛大学准教授 

        

入場無料、事前予約不要、オンライン（Zoom）同時配信 (要事前登録) 

Zoom 事前登録フォーム： https://forms.office.com/r/VRCrGprtE3 → 

 

 開催趣旨・背景 

日本にとってアフリカ自体が地理的にも遠く、まだまだ馴染みの薄い地域ですが、その中でもさらに「知

られざる」ポルトガル語圏アフリカ諸国について、独立 50 周年を機に少しでも知っていただくことを目的

としたイベントです。先述の 4 か国に加えて、1973 年に独立を宣言したギニア・ビサウを含めた 5 か国を

 
モザンビークの独立の象徴：マプート市役所前

のサモラ・マシェル初代大統領像 

＼知られざる「ラテンアフリカ」に触れよう／ 

「ポルトガル語圏アフリカ諸国独立 50周年」イベント 
【5/31（土）13 時～@箕面キャンパス およびオンライン】 

 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/public-relations/press_release/6e1h2u/2zeluf/20250519_01
https://forms.office.com/r/VRCrGprtE3
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取り上げます。 

日本ではポルトガル語は「ブラジルの言語」としてよく知られていますが、このようにアフリカにもポルト

ガル語を公用語とする国があることはあまり知られていません。ポルトガル語専攻に入学する学生でも、

アフリカ各国の事前知識を持って入学する学生は例年数名程度です。また、ポルトガル語専攻としてアフリ

カ研究に力を入れている大学もほとんどありません。 

このような中ではありますが、実は日本は 2014 年にポル

トガル語圏諸国共同体(CPLP)のオブザーバー国家となり、

各国との交流を進めています。本年は大阪・関西万博を機

に、ギニア・ビサウの大統領が訪日するなど、例年以上にポル

トガル語圏アフリカ諸国との活発な交流が期待されます。ま

た、本年は TICAD（アフリカ開発会議）の開催年でもあり、特

に多くの日系企業がステークホルダーとなっての大規模な天

然ガス開発事業を進めるモザンビークは、ここ数年の注目国

となっています。 

 

 イベント詳細 

【プログラム】 

12:30 開場 

13:00 開会 

13:10 外交関係者による講演：「独立 50 年と未来、これからの日本との関係」 

・テオドリンダ・ローザ・ロドリゲス・コエーリョ駐日アンゴラ大使 

・アルベルト・パウロ次期駐日モザンビーク大使 

・鷹野健太郎 前駐日サントメ・プリンシペ名誉領事 

 

 

 

14:40 アフリカ音楽&ダンス実演 (YéréYa Africandance Company) 

15:10 学生発表セッション(大阪大学外国語学部ポルトガル語専攻有志) 

16:10 研究者による講演：「ポルトガル語圏アフリカとの出会いと研究、交流」 

 ・市之瀬敦 （上智大学教授、ギニア・ビサウ) 

 ・青木敬 (関西大学准教授、カーボ・ヴェルデ) 

 ・栗田英幸 (愛媛大学准教授、モザンビーク) 

テオドリンダ・ローザ・ロドリゲス・コエーリョ
駐日アンゴラ大使

アルベルト・パウロ

次期駐日モザンビーク大使

鷹野健太郎
前駐日サントメ・プリンシペ名誉領事

 
ポルトガル語圏アフリカ諸国は海と緑が象徴的な

「ラテンアフリカ」です。 

(写真はモザンビーク・マプート州のイニャッカ島) 
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17:40 閉会 

 

イベント詳細： https://www.sfs.osaka-u.ac.jp/news/53150.html → 

 

【会場】 

大阪大学箕面キャンパス 

・北大阪急行「箕面船場阪大前」駅徒歩 3 分 

・阪急バス「箕面船場阪大前」または「船場団地」バス停 

(詳細は https://www.sfs.osaka-u.ac.jp/access.html) 

※当日はキャンパス 1 階の出入口を本イベント用として開放いたします。 

最寄りの北大阪急行「箕面船場阪大前」駅 1 番出口(エスカレーター) 

直結の 3 階デッキからですと、大回りしていただくことになります。 

箕面船場阪大前駅からは 2 番出口(COM2 号館)からおこしください。 

また、駐車場、駐輪場のご用意はありませんので、公共交通機関にて 

お越しくださいませ。 

 

 

 

市之瀬敦
(上智大学、教授)

青木敬
(関西大学、准教授)

栗田英幸
(愛媛大学、准教授)

 

 

https://www.sfs.osaka-u.ac.jp/news/53150.html
https://www.sfs.osaka-u.ac.jp/access.html

